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番号応募推薦 氏　　名 性別 年齢 職業
認定
農業
者

経営規模 応募・推薦理由 推薦をする者

農地利用最適
化推進委員へ
の同時推薦・
応募

1 〇 小沼　一弘 男 70 無職

　私は、農協職員を通じて農業に携わる仕事に従事してきたことか
ら、地域の農業や農家情報などに精通をしています。
　これらの経験や知見を活かし、平成27年から只見町農業委員とし
て努めてきました。引き続き農業委員として、微力ながら協力をさせ
ていただければと考えています。

無

2 〇 佐藤　泉太 男 60
農業兼
自営業

〇
経営面積：58,682㎡
農家民泊、どぶろく製造・販
売

　私は、平成28年8月より約6年間、只見町農業委員として活動して
参りました。
　現在においても、農業者が年々減少するなど地域農業は多くの課
題を現在も抱えていますので、これまでの農業委員としての経験を
活かして、引き続き農業委員会活動に関わり地域農業を活性化さ
せたいと考えております。

無

3 〇 三瓶　新一郎 男 71
農業兼
会社員

経営面積：5,244㎡

私は、平成25年8月より約9年にわたり只見町農業委員として活動
に携わって参りました。
私の地域においては、特に農業者の減少による後継者不足など
の課題を抱えておりますので、これまでの農業委員として経験を活
かし、引き続き微力ながら各種活動に協力できればと考えておりま
す。

無

4 〇 山内　征久 男 50
農業兼
農業法人
役員

〇 経営面積：161,976㎡

私は、平成28年8月から只見町農業委員として2期約6年間の活動
をして参りました。私の地域においては県営ほ場整備事業が今後
実施され、担い手も町内では比較的多い地域ですが、課題も抱えて
おります。
これまでの農業委員としての経験を活かして、引き続き農業委員
会活動に積極的に関わっていくことで、地域農業を活性化させたい
と考えています。

無

5 〇 飯塚　春夫 男 73 農業 経営面積：10,233㎡

　私は、平成25年8月から約9年間、只見町農業委員として農業委
員会活動に携わって参りました。
　これまで農業委員として取り組んできたことや、自身が取り組んで
きた経験や知見を活かして、引き続き農業委員として微力ながら地
域の農業を支える活動ができればと考えております。

無

6 〇 星　　和榮 男 64 農業 〇 経営面積：29,027㎡

　私は、認定農業者として農業を営んでおり、平成28年8月より只見
町農業委員として活動して参りました。
　地域内では、耕作者や耕作地の減少など多くの課題もあります。
これまで経験を活かして、引き続き農業委員会活動に関わり、地域
農業を維持できればと考えております。

無
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7 〇 目黒　美樹 女 51
農業兼
農業法人
役員

〇 経営面積：464,125㎡

　私は、平成27年から農業法人の役員として、農業に専念して参り
ました。雇用の拡大、遊休農地の活用、農業後継者の育成の観点
から町内の地域活性化に法人として関わってきましたが、それらの
経験を活かしながら、只見町農業委員として農業委員会活動に関
わっていくことで、地域農業を活性化させたいと考えています。

無

8 〇 渡部　周一郎 男 72 農業 経営面積：11,014㎡

　私は、平成28年8月より約6年間只見町農業委員として、各種活動
に携わって参りました。私の地域でも、後継者不足による農家の減
少などが依然として問題となっています。
　今後も農地の維持が図られるように、これまでの農業委員として
の経験を活かして引き続き農業委員の各種活動に協力できればと
考えております。

無

9 〇 吉津　栄一 男 72 農業
経営面積：15,000㎡

　ロシアのウクライナ侵攻により、世界的な食糧危機が起ころうとし
ている。特に食料自給率の低い日本においては深刻な問題となっ
ている。
　耕作放棄地、労働力（特に高齢者）、農業機械（機械銀行設立）更
には只見町農業産物販売促進（福島県のアンテナショップ等の活
用）することにより、只見町の耕作放棄地が解消されることに努力
する。

無

10 〇 渡部　理一 男 73 農業 経営面積：3,479㎡

　私は、平成28年8月より約6年間只見町農業委員として活動して参
りました。現在の農業情勢は非常に厳しいものがあります。これま
での農業委員としての活動を活かして、地域の農業の発展に協力
できればと考えております。 無

11 〇 齋藤　聡 男 48 農業 〇 経営面積：17,051㎡

　私は、平成28年8月より2期約6年にわたり只見町農業委員として
活動して参りました。後継者不足による担い手の減少などによって
耕作地の減少が目立つ中、農業委員会の役割は大きいものと思い
ます。
　これまでの農業委員としての経験を活かして、引き続き地域農業
の活性化に微力ながら協力出来ればと考えています。

無


